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I. 国連ＥＳＤの10年 



国連ＥＳＤの10年(2005-2014)の目的 

• ＥＳＤのステークホルダー間のネットワーク、連携、交流、相互

作用を促進する。 

• 持続可能な開発のための教授と学習の質の向上を推進する。 

• ＥＳＤの努力を通じて各国のＭＤＧ（ミレニアム開発目標）目標

の改善もしくは達成を支援する。 

• 教育改革の過程にＥＳＤを組み込む新しい機会を、各国に提

供する。 

I. 国連ＥＳＤの10年 

（国際実施計画2005、ＵＮＥＳＣＯから抄訳） 

 



1.政策による振興 

• 学習指導要領 

• ユネスコスクールをESDの拠点とし、数を増やし質を向

上させるための文部科学省の施策  

• 国連ESDの10年 国内実施計画 

• 教育振興基本計画 

II. ASPによるESD 特徴と事例 

Policy 



II. ASPによるESD 特徴と事例 

ユネスコスクールをESDの拠点とし、数を増やし質を向上させるための

文部科学省の施策 が、ユネスコスクールの数を急激に増加させること

に貢献。 

ユネスコスクールはＥＳＤを強く意識して活動 

－啓蒙 

－研修 

－顕彰 

－全国大会 

   平成17年（2005年） 19校 

   平成24年（2012年）519校（10月現在） 

Policy 



Policy 

II. ASPによるESD 特徴と事例 

日本のユネスコスクール数の推移（2012年10月現在）
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（出典：文部科学省、『ユネスコスクールとESD』環境教育No.163, p.65）



2. 多くのユネスコスクールによる多様な実践 

（１）小学校のユネスコスクールが多い 

     → 地域密着、コミュニティ重視 

 ○地域の環境を生かした環境教育からの取り組み 

 ○ＥＳＤのなかで、地域の文化、伝統芸能、福祉、 

  人権問題をとらえる努力  

 ○生活科・総合的な学習の時間の活用 

 ○地域コミュニティとの連携 

Practice 

II. ASPによるESD 特徴と事例 



II. ASPによるESD 特徴と事例 

日本のユネスコスクールの学校別内訳（2012年10月現在）
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II. ASPによるESD 特徴と事例 



II. ASPによるESD 特徴と事例 



2. 多くのユネスコスクールによる多様な実践 

（２）自治体主導によるユネスコスクールの振興 

 宮城県気仙沼市 

 奈良県奈良市＊ 

 石川県金沢市 

 東京都多摩市 

 福岡県大牟田市＊ 

 北海道羅臼町＊ 

 岡山県岡山市 

 愛知県、愛知県下の市 

 広島県、等             ＊ユネスコ世界遺産との関連による関心 

Practice 

II. ASPによるESD 特徴と事例 



2. 多くのユネスコスクールによる多様な実践 

（３）ユネスコスクールを支援するための、高等教育機関（大学）

のネットワーク： ＡＳＰＵｎｉｖＮｅｔ 

  ‐申請支援 

 ‐研修 

 ‐継続的助言・支援（カリキュラム、交流、記録、他） 

  

  

Practice 

II. ASPによるESD 特徴と事例 



II. ASPによるESD 特徴と事例 



2. 多くのユネスコスクールによる多様な実践 

（４）事例① 大阪ＡＳＰnet  

• 教員の自主的ネットワーク 

• 小中高大の生徒児童学生による国際的セミナーの開催 

• ユネスコのプロジェクト に参加   

•     Japan Solidarity project, ESD Rice project 

• ＡＳＰＵｎｉｖＮｅｔ（大阪府立大学）、自治体のサポート 

Practice 

II. ASPによるESD 特徴と事例 



① 大阪ＡＳＰnet 

Practice 

II. ASPによるESD 特徴と事例 

国際的なユネスコスクールイベントの開催 

北欧７アジアカ国高校生ESD国際会議」2008年 

持続可能な社会への提案―高校生による共同宣言 

この宣言を地球上の全てのいのちのために発信します。…. 

©ASPnetOsaka 



2. 多くのユネスコスクールによる多様な実践 

（４）事例②奈良ＡＳＰネットワーク 

• 教員の自主的ネットワーク 

• 教員および児童生徒の学び合いと交流・協力 

• ユネスコのプロジェクト ESD  Rice Projectの実施主体 

• ＡＳＰＵｎｉｖＮｅｔ（奈良教育大学）・自治体（奈良市教育委員会）

のサポート 

Practice 

II. ASPによるESD 特徴と事例 



②奈良ＡＳＰネットワークによるＥＳＤ子どもキャンプ 

Practice 

II. ASPによるESD 特徴と事例 

• 毎年夏休みに開催（3年目） 

• 淡路島→奈良県内の山間部

→２０１２年は奈良教育大学

内でキャンプ 

• 大学のユネスコクラブの参画

（教員志望者） 

• 小中大大院教職員計91名の

参加 

• 主体それぞれによる学び 

 

©ASPnet Nara 



2. 多くのユネスコスクールによる多様な実践 

（４）事例③気仙沼市のユネスコスクール 

• 学校の実践からスタートして市の取り組みへ（市のほとんどの

学校がユネスコスクールという最初の事例） 

• 国連大学のＲＣＥや日本のユネスコスクールにモデル提供 

• ３．１１ 

• 震災後に実感されたＥＳＤとユネスコスクールの意義・価値 

• ＥＳＤの深化（ＥＳＤ防災、教育が復興を牽引する、学校を中

心とする町づくり） 

Practice 

II. ASPによるESD 特徴と事例 



③気仙沼市のユネスコスクール：地域連携のモデル 

Practice 

II. ASPによるESD 特徴と事例 

学びのベースとなる「地域・学校・専

門機関との連携」の例として、文科省

のパンフレット『ユネスコスクールと

持続発展教育（ESD)』に記載 



③気仙沼市のユネスコスクール:学校による共同調査 

Practice 

II. ASPによるESD 特徴と事例 

0
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25

学校数

ESDの取組による児童生徒の変容（H22,7）

①自然への畏敬と感謝の心，環境保全の態度 16 9 25

②地域・外国の環境，社会とのつながりの認識 11 7 18

③自国と他国文化理解と保護の態度，郷土愛 12 3 15

④コミュニケーション能力と受容の精神 7 6 13

⑤観察力，表現力，問題解決能力と行動・実践力 5 8 13

⑥協働と勤労意欲，社会貢献の態度 9 4 13

⑦危険（災害）を予知する力と回避する力 3 1 4

⑧国際的な視野と未来を見通す力 2 0 2

⑨取組期間が短いので変容がまだ見られない 0 2 2

小 中 合計

気仙沼市の地域に根ざしたESDの推進 

（教頭会・成果と課題） 

Ⅳ「持続発展教育（ESD）」を通した児童生徒

の変容 

 各校へのアンケート調査（H21,9，H22,7実

施）の結果，これまでのESDの実践を通して

児童生徒の変容として，次のような資質能力

が向上したとの報告があった。（複数回答可） 



③気仙沼市のユネスコスクール：3.11と復興 

Practice 

II. ASPによるESD 特徴と事例 

©Kesennuma City Board of Education 



③気仙沼市のユネスコスクール：3.11と復興 

II. ASPによるESD 特徴と事例 

自助、共助、公助+「Ｎ助」 

ＥＳＤ防災、まちづくり 

©Kudo Mayumi, ACCU 



成果 

１. 教員の大交流 

• 国内各地域間で 

• 教科、学校種を超えて 

• 海外との交流 

海外の教員にユネスコスクール・ＥＳＤへの関心と共感を    

広める 

+共同プロジェクトの実施 

 

III. 成果と課題 



成果 

２. ユネスコスクールの新しいモデル 

• ユネスコの理念を実現するためのユネスコスクールが地域内

で協力し合う 

• 学校と地域の協力・連携 

 

 

 

III. 成果と課題 



成果 

３. 国連ＥＳＤの10年の目的 ユネスコスクールを中心とするモデル 

ユネスコスクールが主体となって、 

• ＥＳＤのステークホルダー間のネットワーク、連携、交流、相互作用を促進。 

• 持続可能な開発のための教授と学習の質の向上を推進。 

日本のユネスコスクールが、ＥＳＤ実践をきっかけに、 

 途上国のＭＤＧ目標改善・達成を支援 

日本のユネスコスクールは、国連ＥＳＤの10年を契機として、教育実践に 

• ＥＳＤを組み込んでいる。 

III. 成果と課題 



課題 

 

•事例の体系化・理論化 

•交流（国内外のユネスコスクールとの学校間交流） 

    （例ユネスコのプロジェクト ESD Rice project) 

•持続可能性のためのwhole school approach, whole system 

approach への深化の過程 

III. 成果と課題 



 
●公正で持続可能な社会づくりのためにユネスコスクールが世界中
に広がるネットワークの力をいかして貢献していく。 
●ユネスコスクールの活動が持続可能な発展をする社会によって支
えられる。 

Economy 

Society 

Environment 

Culture 

 

 

 

Vision 



ＡＣＣＵの防災教育への取り組み 
Disaster Reduction Education 

http://www.accu.or.jp 


